
「
協
同
労
働
の
協
同
組
合
法
」の
速
や
か
な
制
定

を
求
め
る
意
見
書
　
　
　
　
　
　
　
﹇
可
決
﹈

だ
れ
も
が
希
望
と
誇
り
を
持
っ
て
働
く
事
や
、

仕
事
を
通
じ
て
安
心
と
豊
か
さ
を
実
感
で
き
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
つ
く
る
事
、
さ
ら
に
は
、
人

と
の
つ
な
が
り
や
社
会
と
の
つ
な
が
り
を
感
じ

る
事
が
、
市
民
事
業
に
よ
る
市
民
主
体
の
ま
ち

づ
く
り
を
創
造
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

よ
っ
て
、
国
に
お
い
て
は
、
社
会
の
実
情
を

踏
ま
え「
協
同
労
働
の
協
同
組
合
法
」を
速
や
か

に
制
定
す
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

生
活
品
の
物
価
高
騰
に
対
す
る
緊
急
対
策
を
求

め
る
意
見
書
　
　
　
　
　
　
　
　
　
﹇
可
決
﹈

原
油
や
食
料
品
等
の
価
格
高
騰
が
続
き
、
市

民
生
活
を
直
撃
し
て
い
る
。
景
気
減
速
の
状
況

下
、
特
に
生
活
困
窮
層
へ
の
影
響
が
大
き
く
現

れ
て
い
る
。
ま
た
、
物
価
高
騰
に
よ
る
実
質
所

得
の
低
下
は
、
市
民
生
活
を
圧
迫
す
る
と
共
に

購
買
力
の
低
下
を
招
き
、
さ
ら
な
る
地
域
経
済

の
悪
化
や
地
方
行
政
の
運
営
に
影
響
を
与
え
る

事
が
懸
念
さ
れ
る
。

よ
っ
て
、
国
会
及
び
政
府
に
お
い
て
は
、
次

の
事
項
を
実
現
す
る
よ
う
強
く
求
め
る
。

一、原
油
や
食
料
品
等
の
高
騰
に
伴
う
実
質
所
得

低
下
を
緩
和
す
る
た
め
、
中
低
所
得
者
層
を

中
心
と
す
る
所
得
税
減
税
や
生
活
困
窮
者
に

対
す
る
補
助
金
制
度
の
創
設
、
生
活
基
準
に

対
す
る
物
価
上
昇
分
の
上
乗
せ
を
行
う
こ
と
。

社
会
保
障
関
係
費
の
2
2
0
0
億
円
削
減
方
針

の
撤
回
を
求
め
る
意
見
書

﹇
可
決
﹈

地
域
に
お
け
る
医
師
不
足
を
は
じ
め
と
し
て
、

医
療
、
介
護
、
福
祉
な
ど
の
社
会
的
セ
ー
フ
テ

ィ
ネ
ッ
ト
機
能
が
著
し
く
弱
体
化
し
て
い
る
。

ま
た
、
非
正
規
労
働
の
拡
大
は
、
ワ
ー
キ
ン
グ

プ
ア
層
を
つ
く
り
出
し
、
各
種
保
険
に
加
入
で

き
な
い
な
ど
、
住
民
不
安
は
確
実
に
広
が
っ
て

い
る
。

7
月
に
閣
議
了
解
さ
れ
た
「
平
成
21
年
度
予

算
の
概
算
要
求
」
に
関
し
て
、
社
会
保
障
関
係

費
予
算
を
2
2
0
0
億
円
削
減
す
る
こ
と
が
示

さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
地
域
の
医
療
体
制
や
就
労

の
安
定
雇
用
に
悪
影
響
を
与
え
る
事
が
懸
念
さ

れ
る
。

よ
っ
て
、
国
会
及
び
政
府
に
お
い
て
は
、
次

の
事
項
を
実
現
す
る
よ
う
強
く
求
め
る
。

一、「
経
済
財
政
運
営
と
構
造
改
革
に
関
す
る
基

本
方
針
2
0
0
6
」
（
骨
太
の
方
針
2
0
0

6
）
で
打
ち
出
さ
れ
た
社
会
保
障
関
係
費
を

毎
年
2
2
0
0
億
円
削
減
す
る
方
針
を
撤
回

す
る
こ
と
。

鴻
巣
市
に
「
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
設
置
を

求
め
る
請
願

﹇
採
択
﹈

就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
と
は
、
障
が
い
者
の
身

近
な
場
所
で
、
個
々
の
相
談
か
ら
就
労
、
職
場

定
着
ま
で
の
き
め
細
か
い
支
援
を
行
う
た
め
の

施
設
で
、
各
市
町
村
が
設
置
す
る
も
の
で
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
就
労
支
援
や
、
主
に
市
内
企
業
へ

の
情
報
提
供
な
ど
多
い
に
必
要
性
を
感
じ
る
所

で
す
。

一、障
が
い
者
の
雇
用
促
進
と
、
企
業
が
安
心
し

て
障
が
い
者
を
雇
用
で
き
る
よ
う
鴻
巣
市
に

就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
を
求
め
る
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
廃
止
を
求
め
る
意
見

書
堤
出
に
関
す
る
請
願
書

﹇
不
採
択
﹈

現
在
実
施
さ
れ
て
い
る
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
へ
の
批
判
が
全
国
各
地
か
ら
わ
き
起
こ
っ
て

い
る
。
保
険
料
の
年
金
天
引
き
や
、
診
療
の
差

別
化
な
ど
で
あ
る
。
同
制
度
は
廃
止
す
る
以
外

に
解
決
す
る
道
は
な
い
。

一、後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
廃
止
を
求
め
る
意

見
書
を
国
並
び
に
国
会
に
対
し
て
提
出
す
る

こ
と

「
消
費
税
の
税
率
引
き
上
げ
反
対
を
求
め
る
意

見
書
」
の
提
出
を
求
め
る
請
願

﹇
不
採
択
﹈

経
団
連
会
長
や
政
府
関
係
者
の
発
言
で
は
、

消
費
税
率
引
き
上
げ
が
明
言
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、

仕
事
と
暮
ら
し
に
大
き
な
打
撃
を
与
え
、
国
民

の
消
費
を
冷
え
込
ま
せ
、
景
気
下
降
の
懸
念
材

料
に
な
り
か
ね
な
い
。

よ
っ
て
、
政
府
に
対
し
消
費
税
率
の
引
き
上

げ
を
行
わ
な
い
よ
う
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と

を
請
願
す
る
。

16

第
十
二
号

平
成
二
十
年
十
一
月
十
五
日
発
行

発
行
／
鴻
巣
市
議
会
　
編
集
／
こ
う
の
す
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

　
　
　
　
　
〒
三
六
五
―
八
六
〇
一
埼
玉
県
鴻
巣
市
中
央
一
番
一
号

電
話 

〇
四
八（
五
四
一
）九
〇
〇
一
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
五
四
一
）一
三
二
七

朝
夕
の
涼
し
さ
？
を
感
じ
る
季

節
に
な
り
ま
し
た
。
し
ま
い
忘
れ

た
扇
風
機
を
横
目
に
し
て
、
冬
支

度
に
備
え
る
の
も
こ
の
時
期
。
残

り
少
な
く
な
っ
た
カ
レ
ン
ダ
ー
に

目
を
や
る
と
、「
師
走
」
の
文
字

が
忙
し
さ
を
誘
っ
て
、
あ
っ
と
い

う
間
に
年
末
を
迎
え
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
が
今
年
の
出
来
事
に

想
い
を
巡
ら
せ
な
が
ら
、
来
年
の

丑
年
に
ど
ん
な
願
い
を
立
て
ま
す

か
。
平
和
・
健
康
・
交
通
安
全
・

商
売
繁
盛
な
ど
す
ば
ら
し
い
年
に

し
た
い
も
の
で
す
。

市
議
会
の
活
動
も
12
月
定
例
会

を
も
っ
て
、
こ
の
1
年
が
終
わ
り

ま
す
。
さ
ら
な
る
飛
躍
を
期
し
努

力
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
御
理
解

と
御
協
力
を
御
願
い
致
し
ま
す
。

来
年
も
、
親
し
み
や
す
い
「
議
会

だ
よ
り
」
発
行
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。委

員
長

斎
　
藤
　
忠
　
司

副
委
員
長

菅
　
野
　
博
　
子

委
　
　
員

舩
　
田
　
敏
　
子

〃

大
　
塚
　
佳
　
之

〃

岡
　
崎
　
高
　
良

〃

金
　
澤
　
孝
太
郎

〃

野
　
本
　
恵
　
司

〃

潮
　
田
　
幸
　
子

編 集 委 員 会

この議会だよりは、再生紙と環境にやさしい「大豆インキ」を使用しています。

★

10月15日に、広田鷺価神社でささら（龍頭舞）が
行われました。370年目を迎え、しし舞や小学
生による棒使いが披露されました。（鴻巣市無形
民芸文化財に指定）
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